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大腿骨頭壊死症（以下 ONFH）の基本特性について、定点モニタリングのデータを用いて ONFH における年

代別の発生頻度の変化とその背景因子についての検討を行った。経時的に 60 歳以上での ONFH の発生割合

は増加していた。 

 

 

1. 研究目的  

大腿骨頭壊死症（以下 ONFH）の基本特性につい

ては、ONFH 研究班員施設を対象とした定点モニタリ

ングのデータおよび全国調査においても疾患罹患年

代の変化が認められる 1,2)。本研究の目的は、定点モ

ニタリングデータをもちいて ONFH における年代調整

別発生頻度の変化とその背景因子についての検討

を行い、ONFHの疾患基本特性の変化についての検

討を行うことである。 

 

2. 研究方法 

後ろ向き研究。新診断基準策定後の 2003 年から

2017 年までの 15 年間に新規に ONFH と診断された

患者でデータ欠損のなかった 4103 股を対象とした。

検討項目は両側罹患の有無、ステロイド使用歴の有

無、飲酒歴の有無。またステロイド使用例については

その疾患について調査。2003 年から 2017 年を 5 年

ごとの 3 期に分けて経時的な変化を評価した。この発

生数を我が国の年齢別人口分布にて調整し、発生

数の変化について検討を行った。 

 

3. 研究結果 

2003 年から 2007 年を 1 期、2008 年から 2012 年を

2 期、2013 年から 2017 年を 3 期とした。 

60 歳以上の女性の割合は、21%/30%/35%と徐々に増

加する一方、40 歳以下の若年においては 42％/34％

/27.8％と減少傾向を認めた。一方、男性においては、

年代別の検討では 60 歳以上が 19.6％/22.2％/23％、

40 歳－60 歳が 45.5％/44.7%/44%、40 歳未満が 34。

6%/32.1%/31.5%と経時的な変化を認めなかった。 

 両側罹患については 45.5%/49.0%/55.9%と経時的

に増加傾向を認めた。またステロイド使用については

69.5%/68.6%/75.1%とどの時期においても 70％程度

で関連していたが経時的な変化を認めなかった。 

一方飲酒歴においては男性が 49%/59%/66%。女性が

12％/14％/20％と男女とも経年的に飲酒歴を有する

患者の割合が増加傾向にあった。 

またステロイドと飲酒歴の両方の関連因子を有する割

合も 1%/4.5%/10.6%と有意に増加傾向にあった。 

 

4. 考察 

本研究の結果から、2003 年から 2017 年の 15 年間

において、ONFH における罹患者が女性においては

高齢者の割合が増加していること、また一方男性で

はその疾患構造には大きな変化がないことが明らか

となった。 

15 年間の経時変化において飲酒歴ありとする割合

が有意に増加していた。またステロイド服用歴ありと

飲酒歴ありとする割合も増加傾向にあった。 

我が国では、アルコール摂取量は年々低下傾向

にある 3)。しかしながら国民栄養調査の結果では、大

量飲酒（平均純アルコール 60g を超えて摂取するこ

と）の割合は平成22年から平成28年までの間で男性

が11％から13％、女性で4.9％から7％で推移してお

り、特に増加減少傾向はない 4)。以上から国民全体と

してアルコール摂取患者は減少傾向にあるが、

ONFH に関連するようなアルコールの多量飲酒者は

あまり総数が減っていない可能性がある。 
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また、特に女性は男性よりも飲酒による健康リスク

が高いことが知られている。血中アルコール濃度が高

くなりやすい、また乳がん、骨粗鬆症などの女性特有

の疾患リスクの上昇。肝硬変の平均年齢が男性よりも

10 歳以上若く、その飲酒量も半分程度ということが知

られている。あわせて、女性の飲酒者は増加傾向に

あることが知られている。女性のうち、日常に飲酒をた

しなむ割合は 1998 年に 52.6％であったものが 2017

年には 72.9％と上昇している。このような社会情勢の

変化が ONFH の割合に影響した可能性を考える。ま

た、アルコール摂取量においては性差を考慮した値

を設定する必要があるかもしれない。 

両側罹患の増加について、高齢女性では 70％の症

例でステロイドが投与されていた。ステロイド性に限定

すると 70％の症例で両側罹患が起こると言われてい

ることから、ステロイド性が多いことが両側罹患の多い

理由と考えられる。また 60 歳代の罹患割合が上昇し

ていることから、高齢女性では、閉経後の内因性ステ

ロイドの変化がステロイドの感受性に影響を与えてい

る可能性がある。その感受性の変化が両側罹患の増

加につながった可能性がある。 

 1997 年から 2011 年の定点モニタリングでも同様の

傾向が認められていた。腎疾患は経時的な変化を認

めず。また近年 SLE でも 50 歳以上の発症が全体の

30％を占めると報告されている。このような ONFH と

関連する他疾患の基本特性の変化も ONFH の基本

特性の変化に影響している可能性を考える。 

 

5. 結論 

 ONFH における高齢者の割合は増加している。ステ

ロイド使用歴のある罹患者の増加は認めない一方、

飲酒歴がある罹患者の増加をみとめた。 
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